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　協会及び会員の皆様には、日頃から「ごみゼロやまがたの推進」、不法投棄の未然防止など、

本県の循環型社会形成の推進及び廃棄物対策行政に、格別の御理解と御協力をいただき深く感謝

申し上げます。

　「平成」から「令和」へと、日本の新しい時代の幕開けのこの年に、貴協会の名称も「産業資

源循環協会」に変わり、資源循環をより推進していく強い思いを感じております。

　また、この４月から、山形市が中核市に移行したことに伴い、多くの業務が県から移譲され、

産業廃棄物に関する業務も山形市が担うこととなりました。県としましては、これまで以上に山

形市と連携を強化し、廃棄物対策に取り組んでまいります。

　さて、最近の廃プラスチックや食品ロスの問題は、世界的な課題として報道され、地球規模で

の早急な対応が求められております。

　本県では、ごみの減量化・リサイクルについて、「ごみゼロやまがた推進プラン」に基づき、

県民・事業者・行政がともに連携し、廃棄物のリデュース・リユース・リサイクル（３Ｒ）を推

進してきました。今後も、これらの課題も踏まえてごみゼロやまがた県民運動を展開するなど、

様々な取組みを行っていく必要があると考えており、令和元年度における循環型社会推進課の主

要事業を紹介しますと、まず環境に配慮したライフスタイルへの転換を促すため、貴協会からも

御協力いただいている「やまがた環境展」を10月下旬に開催し、、県民一人ひとりが環境問題に

対する理解を深めるなど循環型社会や低炭素社会の形成に向けた取組を推進することとしており

ます。次に循環型産業基盤整備推進事業として、廃棄物をリサイクルし、有用なものに変えてい

く施設等に対して、設備の整備に係る補助を行います。このことにより、最終処分場で埋立処理

される廃棄物を少なくし、最終処分場の延命と「ごみゼロやまがた」の実現を図ってまいります。

　また、今年５月に「食品ロスの削減の推進に関する法律」が成立したことから、県では食品ロ

ス削減シンポジウムを開催する予定としております。さらに、廃棄物から有用なものへとリサイ

クルされたリサイクル認定製品の拡大や県内で排出資源を循環するリサイクルシステム認証制度

の普及啓発を図るほか、リサイクル製品の販路拡大に関しても後押ししてまいります。

　廃棄物対策に関する事業では、ＰＣＢを含む廃棄物の処理が喫緊の課題となっています。特

に、いまだ使用されている蛍光・水銀灯に使われている安定器については、古い建築物や工場に

未発見のものが多数あると思われますが、処理期限が令和３年度末までとなっていますので、未

発見のＰＣＢ廃棄物の掘起こし調査を実施するほか、各総合支庁に配置したＰＣＢ適正処理推進

員による訪問調査や処理指導などにより、期限内の処理に向け取り組んでまいります。また、毎

年貴協会や会員の皆様から多大な御協力をいただいている不法投棄防止協議会による不法投棄の

原状回復事業を積極的に行ってまいります。

　循環型社会への構造転換や県民の快適な生活を保つには、貴協会、会員の皆様の御理解と御協

力が不可欠ですので、今後とも何卒よろしく御願いします。最後に、皆様の益々の御発展と御活

躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

新　年　度　あ　い　さ　つ

佐　藤　　　伸
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　山形県産業資源循環協会会員の皆様には、日頃から、市政全般にわたり多大なるご理解とご協

力を賜っておりますことに、心より御礼を申し上げます。

　また、貴協会におかれましては、黒澤会長のもと、産業廃棄物の適正な処理及び再生利用等を

推進し、生活環境の保全と公衆衛生の向上に大きくご貢献いただいておりますことに対し、深く

敬意と感謝を申し上げます。

　さて、山形市は本年４月に中核市に移行し、それに伴い「山形市保健所」を霞城セントラル内

に開設するなど、保健衛生業務を中心に山形県から約2500項目の事務が山形市に移管しました。

　廃棄物関係では、ＰＣＢ特措法による保管事業者に対しての助言指導、自動車リサイクル法に

おける登録や許可事務、廃棄物処理法に基づく「市内に処理施設を設置する場合の許可」「市内

で処分業を行う場合の許可」「市内で積み替え保管を伴う収集運搬業を行う場合の許可」や「市

内における産業廃棄物の不法投棄対策」などが山形市の事務となりました。

　山形市では、「山形市発展計画」のもと、循環型社会の形成に向け取り組みを進めておりますが、

中核市移行後も当計画をより効果的に推進していくため、既設の「ごみ減量推進課」から一般廃

棄物の業に関連する事務を移管させ、一般廃棄物と産業廃棄物の許可等に関する事務を一元管理

すると共に、新たな廃棄物関係事務に対応する「廃棄物指導課」を設置したところです。

　皆様の業に関わる山形市の窓口は、主に当課となりますが、業の内容により管轄が山形県また

は山形市、もしくは両方という状況が発生することから、山形県と連携を図りながら、各種手続

きに関する情報を適切に提供していきたいと考えておりますので、中核市移行に伴う変更へのご

理解のほどよろしくお願いいたします。

　当課は、貴協会、山形県のご支援を受け、４月から円滑に事務を執行しておりますが、元号が

令和に改まった今年度は、処分期限が迫っている高濃度ＰＣＢ廃棄物の未処理事業者の把握と、

その早期適正処理に向けた助言・指導に、力を注ぎ取り組んでまいります。

　持続可能な社会の実現を目指し、循環型の暮らしを構築していくためには皆様からのお力添え

が必要であり、今後とも、循環資源として有用な廃棄物の利用推進と適正な廃棄物処理へのご協

力よろしくお願いいたします。

　結びに、貴協会ならびに会員の皆様の益々のご活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

新　年　度　あ　い　さ　つ

丹　野　俊　郎
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　平成30年度の不法投棄防止専門部会が、平成31年２月８日（金）にホテルメトロポリタン山形

で開催されました。

　県循環型社会推進課から髙橋廃棄物対策主幹、大久保課長補佐、石山主事、各総合支庁環境課

の担当者様にご出席を賜り、次の内容について部会員と意見・情報の交換を行いました。

　【報告内容】

　 （１）平成30年度の部会員の活動状況について

　 （２）平成30年度県の不法投棄防止対策等について

　 （３）平成30年度各総合支庁における不法投棄防止対策等について

　 （４）平成31年度県の不法投棄防止対策等について

　【意見交換】

　 （１）来年度の原状回復の入札予定計画について

　 （２）専門部会への要望について

　 （３）その他

不法投棄防止専門部会の開催について

で き ご と
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廃棄物不法投棄防止専門部会資料　
環境エネルギー部循環型社会推進課

平成30年度の不法投棄防止対策等について
１　不法投棄の現状

　⑴　箇所数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （１箇所30㎡以上の箇所）

　⑵　現　状

　　①　原状回復未済箇所の推移

　　　 　市町村や関係団体等で構成する「不法投棄防止対策協議会」が中心となり、不法投棄さ

れた廃棄物の回収を行い、平成18年度の42箇所から平成30年12月末では13箇所まで減少して

いる。

　　②　新規発見箇所の推移

　　　 　近年は減少傾向にあり、減少の要因としては、法改正による罰則の強化、不防協による

広報啓発活動やパトロール活動などの抑止効果が考えられる。

　　③　投棄物の種類

　　　 　家庭系一般廃棄物（廃家電、空き缶、空き瓶、粗大ごみ等）が大半を占めるが、農業関

連廃棄物（農機具等）や建設系廃棄物も多い。

　　　

２　防止対策

　⑴　不法投棄防止対策協議会

　⑵　不法投棄及び漂着ごみ削減強化月間（５月・10月）の設定

　　 　平成11年度から、毎年５月・10月を不法投棄及び漂着ごみ削減強化月間と設定し、不法投

棄防止監視パトロールを強化し県や関係機関並びに県民をあげて不法投棄の早期発見、未然

防止のための啓発活動等を集中的に実施している。

区　　　分 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30.12月

新規発見箇所数 48 36 29 35 35 40 27 15 22 28 13 8 12
原状回復終了箇所数 45 37 33 42 34 48 29 16 24 30 14 7 15
原状回復未済箇所数 42 41 37 30 31 23 21 20 18 16 15 16 13

組織 平成４年度から４総合支庁に設置。　事務局：各総合支庁環境課

構成 県、市町村、警察、（一社）山形県産業廃棄物協会、（一社）山形県建設業協会等

事業

⑴　パトロール
　 　５，10月の不法投棄及び漂着ごみ削減強化月間を中心に、県内全域のパトロー
ル、投棄者の調査、原状回復の支援等を実施。

⑵　原状回復
　①　Ｈ27年度　16箇所、328名参加、95．9ｔ回収。69箇所に看板設置。
　②　Ｈ28年度　８箇所、140名参加、8．85ｔ回収。434箇所に看板設置。
　③　Ｈ29年度　３箇所、84名参加、8．29ｔ回収。454箇所に看板設置。
　④　Ｈ30年度　６箇所（Ｈ30年12月末現在。詳細は集計中。）
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　⑶　広域連携事業

　　①　スカイパトロール（平成10年度から実施）

　　　県防災ヘリ、県警ヘリ、海保ヘリを活用し上空からパトロールを実施。

※平成10～13年度は県単独、平成14年度から東北６県・北海道・新潟県連携事業として実

施（幹事県：岩手）。平成15年度から県警・酒田海上保安部と合同で実施。

　　②　南東北３県合同県境パトロール（平成15年度から、10 ～ 11月に実施）

　　　　隣接県が、合同で県境のパトロールを実施。

　　　　主な事業内容：合同会議、現地パトロールなど

　　　　　　　　　　※ 現地パトロールは、合同会議前に各関係機関が独自に県境パトロールを

必要に応じて実施する。

　　　◇組み合わせ

　　　　・山形・宮城県境北部：

　　　　　村山・最上総合支庁、尾花沢市、最上町、大崎保健所、大崎市、加美・色麻町

　　　　・山形・宮城県境南部：

　　　　　 村山・置賜総合支庁、山形・上山・東根市、高畠町、仙南保健所、仙台市、川崎・蔵

王・七ヶ宿町

　　　　・山形・福島県境：

　　　　　 置賜総合支庁、米沢市、 高畠・飯豊町、会津地方振興局、福島・喜多方市、猪苗代

町、北塩原村

時　　期 地　　　　　区 結　　　果
Ｈ29年度
春季（６／６）
　　 （６／14）

置賜－防災ヘリ、村山－県警ヘリ
庄内沿岸部―海保ヘリ

なし

秋季（10／17） 庄内－防災ヘリ なし
Ｈ30年度
春季（６／５）
　　 （６／29）

最上－防災ヘリ、置賜－県警ヘリ
庄内沿岸部―海保ヘリ

なし

秋季（10／12） 庄内－県警ヘリ なし

時　期 場　　　　所 内　容

Ｈ29年度

10／19 山形・宮城県境北部
　会議場所：宮城県大崎合同庁舎

単独パトロール
情報交換

10／31 山形・宮城県境南部
　会議場所：置賜総合支庁

単独パトロール
情報交換

―
山形・福島県境
　 （Ｈ29年度は紙面により情報交換を図った）

単独パトロール
情報交換

Ｈ30年度

10／24 山形・宮城県境北部
　会議場所：最上総合支庁

単独パトロール
情報交換

10／29 山形・宮城県境南部
　会議場所：宮城県川崎町山村開発センター

単独パトロール
情報交換

11／９
山形・福島県境
　会議場所：置賜総合支庁

情報交換
（会議のみ）
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　③　南東北３県一斉車両検問（平成18年度から、10～11月に実施）

　　 　産業廃棄物運搬車両の一斉検問を山形県、宮城県、福島県、仙台市、福島市、郡山市、い

わき市（南東北三県、４政令市）で一斉に実施。

　⑷　監視カメラの設置

　　 　平成22年度に県単独で監視カメラ（４台）及び抑止カメラ（６台）を設置。更に、平成24
年度からは監視カメラ（１台）及び抑止カメラ（７台）を増設、不法投棄箇所を常時監視。

　　　平成30年度は、９か所に設置した。（Ｈ30年12月末現在）

　　　　＜監視カメラ保有状況＞

　⑸　不法投棄防止協力協定の締結　通報：９協定　啓発：５協定

　　＜目的＞

　　　・監視・・行政の監視の届かない部分について、民間団体から通報してもらう。

　　　・啓発・・より広く不法投棄防止の啓発を行う。

　　＜役割分担＞

　　　○　県　 ：監視・・ステッカー、マニュアルの作成及び団体への説明会の実施等

　　　　　　　　啓発・・ポスター、チラシ等啓発資料の提供

　　　○　団体：不法投棄情報の提供、車輌へのステッカー貼付による啓発等

　　　　　　　　ポスター、チラシ等啓発資料の店舗掲示、利用者への配布

　　※啓発協定はすべて地産地消や健康増進・観光振興・災害対策等との包括協定

村山 最上 置賜 庄内 計
監視 ２台 １台 １台 １台 ５台
抑止 ３台 ２台 ４台 ４台 13台

区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

通報

Ｈ17 10月３日（Ｈ29．３．31更新）
山形県ハイヤー協会
※通報実績（H19遊佐町、H23山形市）

Ｈ18 ９月29日（Ｈ30．４．１更新）
山形県森林組合連合会（13組合）
日本自動車連盟山形支部

11月１日（Ｈ30．４．１更新）東北電力㈱山形支店（７営業所等）
Ｈ21 ２月５日（Ｈ28．２．５更新）㈱ＮＴＴフィシリテーズ東北山形支店

Ｈ26 ９月３日（Ｈ30．４．１更新）

佐川急便㈱南東北支店
日本郵便㈱山形南郵便局
赤帽山形県軽自動車運送協同組合
ヤマト運輸㈱山形主管支店

啓発

Ｈ20 10月８日
㈱セブンイレブン・ジャパン（177店舗)
㈱ヨークベニマル（19店舗）

Ｈ22 10月５日
イオン㈱（７店舗）（イオンリテール㈱、マッ
クスバリュ東北㈱）

11月８日 ㈱ローソン（110店舗）
Ｈ23 ２月17日 ㈱ファミリーマート（141店）

時　　期 場　　　　　所 違　反　等
Ｈ29年度
11月２日 国道13号線（南陽市椚塚地内） なし
Ｈ30年度
11月27日 国道47号線（舟形町長沢地内） 許可証の写し不携帯
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　⑹　廃棄物適正処理監視員の活動（平成９年度から配置）

　　 　不法投棄、野焼き等の不適正処理に対する監視・指導を行うために平成９年度から各支庁

に配置（現在５名）。不法投棄監視の他に、最終処分場、焼却施設等の監視、立入検査を行っ

ている。

　　○Ｈ29年度活動実績（延べ数）

　⑺　行政処分の強化

　　 　悪質な廃棄物処理法違反事案に対しては、刑事告発により厳しく対処するとともに、厳正

かつ迅速な行政処分を実施する。

　⑻　山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会

　　 　不適正処理、不法投棄等を防止するため、意見交換や情報交換を行い、事案ごとに迅速、

的確な対応を図っている。

　⑼　その他

　　 　10月の強化月間に合わせ、不法投棄防止に係る啓発チラシを県内セブンイレブンの店舗に

設置した。

出動日数 巡視箇所件数 指　導　件　数

959．5  2245 不法投棄 野焼き 排出事業者 処理業者

191 43 109 407

Ｈ28年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　２件２者
○産業廃棄物処理施設の許可取消し　　　１件１者

Ｈ29年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　３件２者
○改善命令　　　　　　　　　　　　　　１件１者
○不許可　　　　　　　　　　　　　　　１件１者

Ｈ30年度
○収集運搬業の許可取消し　　　　　　　２件２者
○改善命令　　　　　　　　　　　　　　３件１者

構　　成
酒田海上保安部、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課、警察本部
生活環境課（事務局）、（一社）山形県産業廃棄物協会

Ｈ30年度 ８月３日開催
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　平成30年度第１回安全衛生委員会が、平成31年２月７日（木）に「あこや会館」（山形市）で

開催されました。後藤重信委員長の挨拶に引き続き、報告及び協議が行われました。協議の結

果、当協会としての平成31年度労働災害防止計画及び平成31年度事業計画が決定されました。な

お、労働災害防止計画は平成29年度版から策定しており、今回の計画は３回目となります。

１．報　　告

　⑴　山形県における労働災害について

　⑵　委員会事業の進捗状況について（平成29～30年度）

２．協　　議

　⑴　平成31年度労働災害防止計画（案）について

　　　　原案どおり承認されました。

　⑵　平成31年度事業計画（案）について

　　　　原案どおり承認されました。

平成 31 年度事業計画

１．安全衛生委員会

　　１回目

　　　●　平成31年度事業計画について

　　　●　 公益社団法人全国産業資源循環連合会（以下「連合会」と言う。）の平成31年度の安

全衛生事業方針及び平成31年度の事業計画について　等

　　２回目

　　　●　会員の現状調査（アンケート）結果の点検

　　　●　次年度の取組み方向　等

２．当協会の平成31年度労働災害防止計画の広報

　　　●　協会のホームページ

　　　●　機関誌

　　　●　通常総会、支部総会等における会長挨拶

３．研修会

　　　●　開催日：平成31年度第３四半期頃

　　　●　場　所：山形市内

　　　●　講　師：連合会　安全衛生委員会委員　等

４．チラシ、パンフレットによる啓発

　　　連合会から送付される安全衛生の啓発用チラシ等の活用

５．会員の現状調査（アンケート）の実施

　　　平成31年度第３四半期頃

平成３０年度第１回安全衛生委員会の開催について
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平成31年度労働災害防止計画

一般社団法人山形県産業資源循環協会

　

１．はじめに

　全国産業資源循環連合会（以下、「連合会」という。）においては平成29年度からの３年間を

期間とする「産業廃棄物処理業における労働災害防止計画」を策定し、平成31年に死傷災害996

人、死亡災害16人を下回ることを目標に掲げている。

　この目標達成に向けて、当協会では、本計画はもとより、山形県内の労働災害の発生状況、安

全衛生活動のアンケート調査から、当年度の実施すべき事項を定め、会員が一体となり労働災害

防止対策を積極的に推進し、会員の安全衛生水準の尚一層の底上げを図っていくものとする。

２．平成31年度目標

　⑴　死亡者数をゼロにする。

　⑵　休業４日以上の死傷者数を平成24～26年の実績平均に比して、20％以上減少させる。

　　 （平成24～26年の平均14．7人→平成31年11人以下）

３．平成31年度活動目標

　２．の「平成31年度目標」を達成するために平成31年度における活動目標を次のとおり設定す

る。

　⑴�　会員における安全衛生活動のアンケート調査の回答数を前年度に比して、21％以上増加さ

せる。

　　 （平成30年度140会員→平成31年度170会員以上）

　⑵�　協会が実施する安全衛生事業を認知している会員を前年度に比して、38％以上増加させ

る。

　　 （平成30年度106会員→平成31年度146会員以上）

　⑶�　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールを認知している会員を前年度に比して、

12％以上増加させる。

　　 （平成30年度65会員→平成31年度73会員以上）

　⑷�　法令に基づく安全衛生管理体制を構築又は構築を予定している会員を前年度に比して、

９％以上増加させる。

　　 （平成30年度112会員→平成31年度122会員以上）
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４．平成31年度活動目標を達成するための当協会における取り組み

　　３．⑴～⑷に示す「年度目標」を達成するために具体的方策は次のとおり設定する。

　⑴　会員における安全衛生活動のアンケート調査回答数増加を図る。

　　①　定期刊行している会報誌を利用して会員へアピールし、回答数増加に努める。

　　②　協会ホームページ等を通じて協力を呼びかける。

　　③　定期的に安全衛生委員会を開催し、本調査の推進を図る。

　⑵　安全衛生事業の認識を向上させる。

　　① 　当協会が実施する安全衛生事業について、ホームページ、会報誌で会員への情報提供を

行う。

　　②　会議等を利用して、安全衛生に係る情報伝達、情報交換を実施する。

　　③　定期的に安全衛生委員会を開催し、安全衛生事業の推進を図る。

　⑶　連合会が提供している安全衛生活動の支援ツールの認識を向上させる。

　　① 　連合会が作成した「安全衛生啓発パンフレット」を活用する等、会員に対し、連合会の

ホームページに公開している安全衛生支援ツールを会報誌、ホームページ等を通じて、認

識させる。

　　②　ホームページに連合会安全衛生サイトへのリンクを張る。

　　　 （http://www.zensanpairen.or.jp/disposal/07/index.html）

　　③　会議等で連合会が作成した「安全衛生啓発パンフレット」を配布する。

　⑷　安全衛生研修会の参加者増加を図る。

　　①　ホームページの活用やＦＡＸで全会員への周知を図る。

　　② 　研修会参加者に対しアンケートを実施する等、参加者からの声を十分に分析し、研修会

の実施内容等を検討する。

　⑸　会員における安全衛生パトロールの実施を図る。

　　① 　連合会が作成した「安全衛生チェックリスト」の活用について、会報誌、ホームページ

等を通じて周知する。

　　②　安全衛生パトロールを行うことを呼びかける。

　⑹　会員におけるヒヤリ・ハット活動の実施を図る。

　　① 　連合会が作成した「産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース」の活用について、会

報誌、ホームページ等を通じて周知する。

　　②　ホームページに次の有用なサイトのリンクを張る。
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　　　・厚生労働省　職場のあんぜんサイト「災害事例」

　　　　 （http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/sai/saigai_index.html）

　　　・連合会　安全衛生サイト「産業廃棄物処理業ヒヤリハットデータベース」

　　　　 （http://www.zensanpairen.or.jp/hiyari/home.html）

　⑺　会員におけるリスクアセスメントの実施を図る。

　　①　ホームページに次の有用なサイトへのリンクを張る。

　　　・厚生労働省　職場のあんぜんサイト「リスクアセスメントの実施支援システム」

　　　　 （http://anzeninfo.mhlw.go.jp/risk/risk_index.html）

　　　・連合会　安全衛生サイト（http://www.zensanpairen.or.jp/disposal/07/index.html）

　⑻　会員における安全衛生規程の整備を図る。

　　①　会報誌、ホームページ等を通じて、安全衛生規程の必要性を周知する。

　⑼　会員における安全衛生管理体制の構築を図る。

　　① 　労働安全衛生法で事業場規模別に規定されている安全衛生管理体制について、ホーム

ページ等を通じて周知する。

　　② 　連合会が作成した「産業廃棄物処理業におけるモデル安全衛生規程及び解説」及び「安

全衛生規程作成支援ツール」の活用について、ホームページ等を通じて周知する。
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　第７回通常総会が令和元年６月７日（金）にホテルメ

トロポリタン山形において、正会員241社のうち206社
（120社が委任状出席）の出席のもと開催されました。

　青山専務理事の司会進行により森谷副会長が開会宣言

をし、黒澤会長から挨拶がありました。

　その後、功労者１名、優良事業所２社、優良従事者８

名の表彰が行なわれ、それぞれ黒澤会長から表彰盾が贈

呈されました。表彰者を代表し、マルミツ産業株式会社 
代表取締役　光山昌浩氏から謝辞をいただきました。

　来賓としてご出席をいただいた山形県環境エネルギー部次長の佐藤紀子様から山形県知事 
吉村美栄子氏の祝辞を代読いただき、山形市環境部長の松田和巳様から山形市長　佐藤孝弘氏の

祝辞を代読いただきました。

　また、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課廃棄

物対策主幹の青木政浩様、山形市環境部廃棄物指導課主

幹の三澤栄次様にも来賓としてご出席をいただきまし

た。

　次に、議事に先立ち議長には庄内支部長の三浦忍氏が

選出され、議事録署名人には、株式会社山形イーストリ

サイクルセンター　代表取締役氏家昭氏と株式会社こす

もす清掃　代表取締役蛇子幸治氏が選出され、議事に入

りました。

第１号議案　　平成30年度事業報告

　　　　　　　 並びに平成30年度収支決算承認に関する件

　　　　　　　平成30年度監査報告

　　　　　　　原案どおり承認されました。

第２号議案　　理事の選任に関する件

　原案どおり承認されました。

引き続き報告が行われました。

（報告事項）

　１　平成30年度補正予算に関する件

　２　平成31年事業計画に関する件

　３　平成31年収支予算に関する件

　議事終了後、荒川副会長が閉会の辞を述べ総会は終了しました。

第７回通常総会の開催について

山形県環境エネルギー部　次長　佐藤紀子 様

黒澤会長

山形市環境部　部長　松田和巳 様
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１　産業廃棄物に関する広報啓発等事業

　⑴　やまがた環境展2018の開催

　⑵　県からの受託事業

　⑶　ホームページによる広報

２　産業廃棄物適正処理推進事業

　⑴　マニフェスト普及啓発頒布事業

　⑵　廃棄物適正処理講習会事業

　⑶　不法投棄防止活動

　⑷　廃棄物処理に関する相談・情報提供

３　目的達成事業

４　管理業務

　　協会運営の基本となる総会、理事会、三役会を開催した。

― 平 成30年 度 事 業 報 告 ―

庄内支部　三浦忍支部長

　⑴　組織強化活動の推進

　⑵　産業廃棄物に関する調査研究

　⑶　機関誌「産廃やまがた」の発行・配布

　⑷　会員情報のホームページへの掲載

　⑸�　会員外理事の選任による多様な意見の

聴取

　⑹　産業廃棄物処理実務者研修会の開催

　⑺�　産業廃棄物処理業における安全衛生の

推進

　⑻　行政懇談会の開催

　⑼　支部長会議の開催

　⑽�　産業廃棄物排出事業者研修会の開催

　⑾　各種会議等への参加
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　本会事業の趣旨に沿い顕著な業績を有する企業、長い間産業廃棄物業務に携わり成績優秀で他

の模範となる従事者の功績を讃え表彰が行われました。

　○功労者表彰

　　　置賜クリーン設備株式会社　常務取締役　松木　弘 様

　○優良事業所

　　　マルミツ産業株式会社 様
　　　株式会社安藤組 様

　○優良従事者

　　　中央公害清掃株式会社　　　　斎藤　和美 様　

　　　株式会社ミツワ企業　　　　　板垣　雅宏 様　

　　　東北クリーン開発株式会社　　石山　真司 様　

　　　井上工業株式会社　　　　　　松澤　真也 様　

　　　有限会社山形マルテイ　　　　濱田　典祐 様　

　　　株式会社北原産業　　　　　　蒲生　繁雄 様　

　　　一宮運輸株式会社　　　　　　佐藤美智雄 様　

　　　株式会社幸輪　　　　　　　　飛田　信次 様　

　引き続き、「働き方改革関連法の概要」というテーマで、社会保険労務士　阿部彰平 様よりご

講演をいただきました。

― 会 　 長 　 表 　 彰  ―
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祝　　　　辞

　本日は、一般社団法人山形県産業資源循環協会第７回通常総会が盛大に開催されます

こと、誠におめでとうございます。貴協会には、日頃から、産業廃棄物の適正処理や「ご

みゼロやまがた」の推進に格別の御理解、御協力をいただき心より厚く御礼申し上げま

す。

　また、先ほど、長年の御功績により表彰を受けられました皆様、誠におめでとうござ

います。今までの皆様の御労苦に対し敬意を表しますとともに、今後益々の御活躍を期

待申し上げます。

　「平成」から「令和」へと、日本の新しい時代の幕開けのこの年に、貴協会の名称も「産

業資源循環協会」に変わり、資源循環をより推進していく強い思いを感じております。

　また、この４月から、山形市の中核市移行に伴い、多くの業務が県から移譲され、そ

の一つとして産業廃棄物の業務も山形市が担われることとなりました。県としまして

は、これまで以上に山形市と連携を強化し、廃棄物対策に取り組んでまいる所存です。

　さて、最近の廃プラスチックや食品ロスの問題については、世界的な課題として報道

され、地球規模での早急な対応が求められております。本県におきましても、それらの

課題を踏まえて「ごみゼロやまがた」の実現に取り組んでいく必要があると考えており

ます。

　一方、最近の本県の交通網の状況に目を向けますと、４月には、東北中央自動車道の

南陽高畠から山形上山間が開通し、８月には、おいしい庄内空港と成田国際空港間を結

ぶ航空路線が就航する予定となっております。それらにより、今まで以上に多くのお客

様から、山形を訪れていただけるものと考えておりますので、持続的発展が可能な豊か

で美しい山形県を作るためにも、貴協会からも一層の御協力を賜りますようお願い申し

上げます。

　結びに、一般社団法人山形県産業資源循環協会及び会員の皆様の益々の御発展と更な

る御活躍を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

　令和元年６月７日

山形県知事　　吉　村　美栄子　　
（代読）
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祝　　　　辞

　山形県産業資源循環協会　第７回通常総会の開催、誠におめでとうございます。

　会員の皆様には、日頃から、市政全般にわたり多大なるご理解とご協力を賜っており

ますことに、心より御礼を申し上げます。

　山形県産業資源循環協会におかれましては、黒澤会長のもと、産業廃棄物の適正な処

理及び再生利用等を推進し、生活環境の保全と公衆衛生の向上に大きくご貢献いただい

ておりますことに対し、心より敬意を表します。

　また、先ほど表彰を受けられました皆様、誠におめでとうございます。長年のご功績

に深く敬意を表しますとともに、今後ますますのご活躍を祈念申し上げます。

　さて、今年は、山形市が市制施行130周年を迎え、元号が「令和」となった節目の年

です。

　この節目の年に中核市移行という大きな転機を迎えた山形市は、一般廃棄物及び産業

廃棄物の業に関する許可等の事務を一元管理する「廃棄物指導課」を新設し、「山形市

発展計画」のもと、循環型社会の形成を推進していくため、廃棄物の適正処理に、より

迅速に対応していく体制を整えたところです。

　環境への負荷を出来る限り軽減していく社会づくりが求められている中、特にプラス

チックごみが国際的な問題として取り上げられており、これまでリサイクル用として海

外へ輸出されていたところ、汚れたプラスチックごみの輸出を規制するという方針のも

と、国内で処理を完結するための対策が喫緊の課題となっております。

　このような廃棄物をめぐる現状において、その発生を抑制しながら、循環資源として

の利用及び適正な処理を行うことにより、快適な生活環境を創り上げていくためには、

廃棄物の処理を担っている皆様方のご協力が必要不可欠であります。

　市としましても、山形県との連携を図りながら、循環型の暮らしの実現に向け努力し

てまいりますので、今後とも皆様からのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、山形県産業資源循環協会のますますのご発展と、会員皆様のご活躍を祈念申

し上げ、お祝いの言葉といたします。

　令和元年６月７日

山形市長　　佐　藤　孝　弘　　
（代読）
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　公益社団法人全国産業資源循環連合会（以下「連合会」と言う。）のブロック組織である北海道・

東北地域協議会が、令和元年６月10日（月）に「ホテル青森」で開催されました。

　連合会からは永井会長、土井参与及び古川総務部担当部長、各道県からは会長及び事務局長等

が出席し、地域協議会の佐藤会長、連合会の永井会長から御挨拶がありました。

　

会議の概要は次のとおりです。

　１　協　議

　　⑴　平成30年度事業報告及び決算報告について

　　　　原案どおり承認された。

　　⑵　令和元年度事業計画（案）及び予算（案）について

　　　　原案どおり承認された。

　　⑶　各協会の現状と課題について

　　　　各協会から報告があり、質疑が行われた。

　２　報　告

　　⑴　令和元年度連合会の行事予定について

　　⑵　連合会会長表彰の功労者表彰・優良事業所表彰の道県別推薦枠について

　　⑶　地域協議会の会合の令和３年度までの年度別担当道県について

　　⑷　連合会「災害廃棄物委員会委員」の推薦について

　３　連合会からの連絡事項

　　⑴　令和２年度税制改正要望について

　　⑵　産業・資源循環議員連盟による環境大臣等への要望について

　　⑶　災害廃棄物委員会に係る運営等スケジュールについて

　　⑷　埋立処委託契約書標準様式及び最終処分場維持管理マニュアルについて

　　⑸　令和元年度における人材育成事業について

　　⑹　産業廃棄物処理業界における労働災害防止計画の推進への協力について

　　⑺�　全国産業資源循環連合会低炭素社会実行計画に基づく第1カテゴリー会員企業等の公表

について

　　⑻　東京都協会及び千葉県協会要望

　　　 　廃棄物処理過程における小型充電式電池（リチウムイオン電池等）の発火事故防止につ

いて

公益社団法人全国産業資源循環連合会第65回北海道・東北地域協議会について
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　公益社団法人全国産業資源循環連合会第９回定時総会が、令和元年６月13日（金）に明治記念

館（東京）において開催されました。当協会からは黒澤利宏会長、地方功労者表彰として受賞さ

れたタンノ清掃興業株式会社の丹野善将氏、地方優良事業所として有限会社べにばな清掃社の小

林克己氏、優良従事者として東北クリーン開発株式会社の木村悟保氏が出席しました。

１　定 時 総 会

　⑴　連合会会長挨拶　　永井　良一 氏
　⑵　議　長　選　出　　一般社団法人熊本県産業資源循環協会　大野　羊逸 氏を選出

　⑶　議　　　　　事

　　　　第１号議案

　　　　　 平成30年度事業報告並びに平成30年度決算承認の件

　　　　　平成30年度監査報告

　　　　　原案どおり承認されました。

　　　 （報告事項）

　　　　１　令和元年度事業計画に関する件

　　　　　Ⅰ　適正処理の推進

　　　　　Ⅱ　地球温暖化対策の推進

　　　　　Ⅲ　人材育成の推進

　　　　　Ⅳ　協力支援事業

　　　　　Ⅴ　労働安全衛生への取り組み

　　　　　Ⅵ　組織活動の活性化及び会員支援

　　　　２　令和元年度収支予算に関する件

２　表　彰　式

　 　当協会からは、地方功労者表彰として丹野善将氏、優良

事業所表彰として株式会社モリヤ、地方優良事業所表彰と

して有限会社べにばな清掃社、優良従事者表彰として東北

クリーン開発株式会社の木村悟保氏が受賞されました。

３　講　演　会

　　演題　「産業廃棄物処理業における働き方改革」

　　講師　社会保険労務士　健康経営アドバイザー

　　　　　日本公認不正検査士協会アソシエイト会員

　　　　　紙芝居型講師（登録商標） 玉上　信明　氏

公益社団法人全国産業資源循環連合会第９回定時総会について

左から小林克己 氏、木村悟保 氏、
黒澤会長、丹野善将 氏

連合会　永井良一会長

来賓　環境省　環境再生・資源循環局
山本昌宏局長
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　協会三役と支部長及び支部事務局担当者が出席しての支部長会議を、令和元年６月28日（金）

にホテルメトロポリタン山形で開催しました。

　内容は次のとおりです。

　⑴　平成31年度各支部の事業活動について

　　 　各支部より事業計画に基づき視察研修の計画や啓発事業等について報告後、意見の交換を

行いました。

　⑵　平成30年度の行政懇談会の内容と今年度のテーマについて

　　 　各支部より昨年度の開催状況及び協会の開催状況を報告後、意見交換を行い今年度も各支

部において、地域の実情に応じたテーマを設定し進めて行くことになりました。

　⑶　平成31年度労働災害防止計画について

　　 　当協会が策定した「労働災害防止計画」に基づき、活動目標への取組みや支部として協力

いただきたいことなど事務局より説明がありました。

　⑷　一般社団法人山形県産業廃棄物協会大規模災害時復旧支援規程について

　　 　山形県と締結した「地震等大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する協定」に基

づき策定した支援規程の中で、支部としての対応を説明し、相互の役割を共有しました。今

回の山形県沖地震の災害について現地支部長より状況の説明があり、県との協定について確

認を行いました。

　⑸　支部設立20周年事業の対応について

　　　令和２年度に支部の設立20周年を迎えるにあたり、支部での計画の説明がありました。

　その他、情報交換として、今後の円滑な運営に向け、活発に意見交換が行われました。

支部長会議の開催について
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山形県からのお知らせ

行 政 だ よ り

― 令和元年度　産業廃棄物関係行政スケジュール ―

月 主　　　な　　　事　　　業

５

不法投棄監視、海岸漂着ゴミ削減強化月間

ごみゼロやまがた県民運動

リサイクルシステム認証システム及びリサイクル認定製品募集

６ 不法投棄監視スカイパトロール

７ 地域循環検討会議

８ 循環型産業基盤整備推進事業の申請締め切り

９
関係団体との行政懇談会

循環型産業トップセミナー

10
令和元年やまがた環境展

不法投棄監視、海岸漂着ゴミ削減強化月間

11 食品ロス削減シンポジウム

２
ごみゼロやまがた県民会議

不法投棄防止専門部会

３ 令和元年度版 山形県循環型社会白書公表

随時

山形県循環型社会形成推進計画に係る廃棄物実態調査

不法投棄原状回復作業

PCB使用安定器掘り起こし調査

開催日程は、変更される場合があります。

事業への参加等、ご協力をお願いします。
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本

庁

循環型社会推進課長
佐藤　　伸

（630-2324）

廃棄物対策主幹
青木　政浩

（630-2162）

課長補佐
真壁　浩子

（630-2324）

課長補佐
（廃棄物対策担当）

原田　泰浩
（630-3021）

廃棄物対策主査
横山　英史

（630-2236）
主　査

（廃棄物対策担当）
石山　尚子

（630-2236）

廃棄物対策専門員
伊藤　　健

（630-3021）
主　査

（廃棄物対策担当）
髙橋　香代

（630-2323）

（併）技師
（廃棄物対策担当）

関根　章則
（630-2323）

課長補佐
（リサイクル・環境産業担当）

齊藤　健二
（630-2322）

環境産業振興主査
髙橋　なおみ
（630-2302）

主　査
（リサイクル・環境産業担当）

鈴木　崇史
（630-2302）

リサイクル推進専門員
吉田　正樹

（630-2322）

村

山

環境課長
会田　　健

（621-8420）

廃棄物対策主幹
安部　悦子

（621-8421）
廃棄物対策主査

志田　国伸
（621-8422）

主任主査
齋野　　浩

（621-8423）

課長補佐
菅井　浩二

（621-8420）
廃棄物対策主査

東海林和人
（621-8423）

主　事
渡邊　理香

（621-8452）

課長補佐
（廃棄物対策担当）

横山　秀典
（621-8421）

リサイクル推進主査
澤　　泰裕

（621-8422）
嘱　託

中山　弘志
（621-8452）

最

上

環境課長
岡村　和恵
0233-29-1283

課長補佐
杉原　修一
0233-29-1284

環境対策専門員
細矢　　博
0233-29-1287

環境リサイクル主査
山川　和孝
0233-29-1286

技　師
（環境対策リサ担当）

成田　弥生
0233-29-1286

置

賜

環境課長
笹渕　健市
0238-26-6033

課長補佐
阿部　昌樹
0238-26-6033

課長補佐
（廃棄物対策担当）

大久保　剛
0238-26-6034

廃棄物対策主査
沼澤　聡明
0238-26-6034

主　査
草苅　裕樹
0238-26-6034

技　師
髙山賢太郎
0238-26-6034

主　事
萩原　　紳
0238-26-6034

庄

内

環境課長
前田　　学
0235-66-4756

主　査
鈴木　晃功
0235-66-4914

課長補佐
佐久間一徳
0235-66-4756

技　師
伊藤　育子
0235-66-5705

課長補佐
（廃棄物・海岸漂着物担当）

石川　　伸
0235-66-5704

海岸漂着物対策主査
阿部　智子
0235-66-4914

技　師
松村　俊希
0235-66-5705

主　事
小田原悠斗
0235-66-5705

― 平成 31年度　県行政廃棄物対策関係職員 ―
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山形市からのお知らせ

　

　平成31年４月１日に山形市が中核市になりました。

　県から引き継いだダンボール詰めの書類も、６月になってようやく整理が終わりました。

　許可申請や変更届も少しずつ出始めているところですが、中核市に移行したことで山形市内の

事業者の手続き方法が変わりますので、これまで産廃やまがた72号、73号で村山総合支庁からご

案内してきたところですが、改めてご紹介します。

【廃棄物指導課が新設されました】

　中核市移行に伴い、「廃棄物指導課」が新設されました。

　産業廃棄物に関する事務全般を扱う「産業廃棄物係」と、一般廃棄物に関する事務のうち、処

理業許可、ゴミの出し方や分別の指導、し尿処理に関する事務などを行う「一般廃棄物係」から

構成されます。そのほか、処理計画の策定、リサイクル推進、市有処理施設の管理等は引き続き

ごみ減量推進課で取り扱っていきます。

　これまでは、産廃は県、一廃は市、という関係性から、不便に感じることもあったかと思いま

すが、これからは、市内の廃棄物に関する業務は山形市に一元化されましたので、２つの課、そ

れぞれの係が連携して、スピード感を持ちながら取り組んでいきます。特に不法投棄対策は、一

般廃棄物、産業廃棄物の両方にかかわってくることが多いので、常に連携をとりながら、対応に

当たっていきます。

　廃棄物指導課は、山形市役所10階の一番奥のフロアになります。ご不明な点がありましたら、

いつでも気軽にご相談ください。

－平成31年度　山形市廃棄物指導課職員－

環境部次長（兼）廃棄
物指導課長

丹野　俊郎 産業廃棄物係長 渡邉　英治 主　　査 小野　　学

課長補佐 樋口　潤士
主　　幹
（産業廃棄物担当）

三澤　栄次 主任技師 渡邉　達典

主　　事 山川　佳斗

― 山形市が中核市に移行しました ―
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【許可や届出の取り扱いは県の対応と変わりません】

　処理業や施設設置の許可、届出関係は窓口が市になるだけで、これまでの県の対応とほとんど

変わりません。ただし、手数料の納付方法が県証紙ではなく納付書による納付になりますので、

注意してください。詳細は申請手続きの際に説明いたします。

【ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査を行います！】

　蛍光灯の安定器にはＰＣＢが含まれるものがあり、含有されたものは高濃度ＰＣＢ廃棄物（ま

たは高濃度ＰＣＢ使用製品）として、期限（山形県内の場合は令和５年３月31日）までに処分を

完了する必要があります。

　処分の義務者は基本的には建物の所有者になりますが、廃棄物やＰＣＢなどについて詳しくな

い方がほとんどですので、市では所有者の方々に法の趣旨や処分の義務などを周知する必要があ

ります。

　ＰＣＢ使用安定器が使用されている建物は、昭和52年３月以前に建設された事業用の施設に限

られますが、この条件に該当する建物は山形市内だけで約19000件あることがわかっています。

ですが、これらの建物全てに使用されているわけではなく、使用されていない建物も多く存在し

ますので、市では、まず、これらの建物の所有者にアンケート調査を行うことになりました。産

廃処理に携わっている皆さんも、多くの方が所有者として調査対象になると想定されます。

 
 
【 許可や届出の取り扱いは県の対応と変わりません 】 

 
処理業や施設設置の許可、届出関係は窓口が市になるだけで、これまでの県の対応とほと

んど変わりません。ただし、手数料の納付方法が県証紙ではなく納付書による納付になりま

すので、注意してください。詳細は申請手続きの際に説明いたします。 
 
 
【 ＰＣＢ使用安定器の掘り起こし調査を行います！ 】 

 
蛍光灯の安定器にはＰＣＢが含まれるものがあり、含有されたものは高濃度ＰＣＢ廃棄

物（または高濃度ＰＣＢ使用製品）として、期限（山形県内の場合は令和５年３月３１日）

までに処分を完了する必要があります。 
処分の義務者は基本的には建物の所有者になりますが、廃棄物やＰＣＢなどについて詳

しくない方がほとんどですので、市では所有者の方々に法の趣旨や処分の義務などを周知

する必要があります。 
ＰＣＢ使用安定器が使用されている建物は、昭和５２年３月以前に建設された事業用の

施設に限られますが、この条件に該当する建物は山形市内だけで約１９０００件あること

計画係
処理計画策定、証紙取扱い

業務指導係
一般廃棄物処理業
一廃に関する指導、不法投棄対策

減量推進係
減量、リサイクルの推進

施設係
市有処理施設の管理

山形市 ごみ減量推進課

循環型社会推進課
産業廃棄物処理業
産廃処理施設
一廃処理施設
ＰＣＢ特措法
自動車リサイクル法
多量排出

水大気環境課
浄化槽保守点検業登録

県からの移譲事務

産業廃棄物係
産業業廃棄物処理業
産廃処理施設
一廃処理施設
ＰＣＢ特措法
自動車リサイクル法

一般廃棄物係
一般廃棄物処理業
一廃に関する指導、不法投棄対策
浄化槽保守点検業登録

山形市 廃棄物指導課

計画係
処理計画策定、証紙取扱い、多量排出

減量推進係
減量、リサイクルの推進

施設係
市有処理施設の管理

山形市 ごみ減量推進課
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　期限内処理を徹底していくには、まずは使用の実態を把握することが大事です。簡単な質問で

すので、すでに確認が終わっている事業者の方も、まだ確認していない事業者の方も、皆様のア

ンケートへのご協力をお願いします。

アンケート時期 令 和 元 年 ９ 月 予 定

アンケートの概要

①　昭和52年３月以前建築の事業用施設がありますか？

　　 （　はい　・　いいえ　）

②　ＰＣＢ使用安定器が使われていますか？

　　 （　はい　・　いいえ　・　不明　）

安定器とは？

● 安定器は、照明器具の裏側に設置され、電灯のちらつきを安定させる装置のことで、下の写真

のような電気機器が安定器です。

【不法投棄パトロール】

　市の独自事業として、６月と11月に早朝と夜間に不法投棄防止のパトロールを行っています。

　そのほか、総合支庁と同じように、廃棄物適正処理監視員を雇用し、市内を毎日パトロールし

ています。

お問い合わせ先

　山形市役所　０２３－６４１－１２１２（代表）

　　産業廃棄物に関すること　内線８６９，８７０，８７１

　　一般廃棄物に関すること　内線６９４，６９５，６８７

　　　不法投棄１１０番　０２３－６２９－０８０２（直通）
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◎山形市「春の一斉清掃」を実施しました。

　山形市には、「山形市環境保健推進協議会（以下「環保協」）」という、市内各自治会単位組織

の衛生並びに保健の推進を目的とする全市組織があり、年間を通じ活動をしています。

　その活動の中で、山形市と環保協の共催で、春と秋に市全域を対象とした「一斉清掃」を実施

しています。本年度も、４月７日及び14日の日程で「春の一斉清掃」を実施し、市民の皆様の協

力のもと、各地区でのごみ拾いや側溝の土砂上げを実施していただきました。

◎不法投棄への対策について

　山形市は、村山地区不法投棄防止対策協議会他、多数の関係組織と連携し、不法投棄防止対策

に取り組んでいます。

　平成31年４月１日の中核市移行で、山形県から産業廃棄物の許認可事務が移譲されたことによ

り、不法投棄が発生した際には、一般廃棄物または産業廃棄物の如何を問わず、迅速な対応が行

えるようになりました。

　これまでも、ごみ集積所への不適正排出抑止ラミネートポスターの提供や、不法投棄抑止のた

めの監視カメラ設置及び不法投棄防止看板設置等の提供を行ってきました。しかし、投棄件数は

以前より減少傾向にありますが、いまなお後を絶ちません。

　今後も不法投棄抑止に向けた対応を行っていきます。

― 山形市廃棄物指導課からのお知らせ ―
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総 合 支 庁 だ よ り

　平成31年４月１日から山形市が中核市となり、産業廃棄物処理業の許可等の廃棄物処理法に係

る事務が、県から山形市に移譲されました。今のところ、大きな混乱はありませんが、報告書の

提出先など、事業者からの問い合わせが例年より多いと感じます。

　一方、村山地区不法投棄防止対策協議会には、山形市からも引き続き加入いただいております

で、連携を図りながら、不法投棄防止対策に力を入れていきたいと思います。

　当課では、今年度も５月の「不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強化月間」に、各市町・衛生

組合組織・環協会と一緒に不法投棄巡回パトロールを実施しました。パトロール等により新たに

発見された不法投棄箇所は、前年度からの不法投棄箇所も含めて、原状回復作業の実施を検討し

てまいります。

　原状回復作業においては、地域住民の協力が不可欠です。平成30年度は村山市背あぶり峠地内

の原状回復を実施しました。当日はあいにくの雨にもかかわらず、大倉地区・袖崎地区の多くの

住民の方から参加していただきました。道路の斜面に埋もれた農業用ビニールを掘り出して、そ

れを道路上まで、みんなで手渡しにより引き上げるという大変な作業でありましたが、無事回収

することができました。

　このような地域の皆様、循環協会の御協力に感謝するとともに、今後も引き続き、市町・関係

団体と協力して、不法投棄防止に努めてまいります。

村山総合支庁
環境課 村山管内の不法投棄防止対策の取組みについて
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◎不法投棄パトロール出発式及びキャンペーン活動

　令和最初の不法投棄パトロール出発式を５月８

日（水）に行いました。最上総合支庁玄関前に関

係者45名が参加し、新庄最上不法投棄防止対策協

議会長の布川理枝子保健福祉環境部長が「最上の

美しい自然風土は宝。関係機関が連携して監視を

強化し、不法投棄ゼロを目指しましょう」とあい

さつ。代表者にのぼり旗、啓発用ポケットテッ

シュを伝達しました。出発式の後、関係者が４班

に分かれ、市内のスーパーでキャンペーン活動を

行いました。

◎春季不法投棄合同パトロール

　５月８日（水）から15日（水）まで管内市町村

をくまなくパトロールし、転居して残された家財

道具、崖地に投棄された肥料袋に入った家庭ごみ

などの不法投棄を確認しました。

　現在、投棄者、土地所有者の調査等を行ってお

り、今後、関係機関と協力して不法投棄された廃

棄物の撤去指導や回収作業を行います。

◎ごみゼロやまがた県民運動キャンペーンinもがみ

　山形県では、全国一ごみの少ないを目指して「第２次山形県循環型社会形成推進計画（中間 

見直版）」を策定し、それぞれの家庭や職場で取り組むべき「ごみゼロやまがた県民運動」展 

開方針に基づき全県的な県民運動を展開しています。

　最上総合支庁では、５月30日（ゴミゼロの日）

（木）、新庄市内の大型スーパーの店頭で、地元

新庄市役所の職員や山形県消費生活団体連絡協議

会の方と一緒になって、啓発活動を行いました。

今日が「ごみゼロの日」ということはラジオ放送

で聞きましたと多くの方から応援のメッセージを

いただきました。

最上総合支庁
環境課 最上総合支庁　環境課からのお知らせ
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【春季不法投棄監視合同パトロールの結果】

　県では毎年５月を「不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強化月間」と定め、不法投棄の防止や

海岸漂着ごみ対策に取り組んでいます。置賜総合支庁では、市・町、衛生組織連合会、（一社）

山形県産業資源循環協会会員、建設業協会会員、警察署の各関係者と合同で、置賜地方の８市町

内をパトロールし、昨年度に原状回復した地点や投棄常習地帯の確認を行いました。今回のパト

ロールでは、道路の駐車帯や河川敷に使用済みタイヤや家庭ごみの投棄など、新たに３箇所の不

法投棄が確認されました。今後これらの不法に投棄されたごみについては、地域の人々の協力を

得ながら原状回復するとともに、再びごみが投棄されないよう、不法投棄防止の看板、のぼり旗

や監視カメラの設置を行い、ごみのない美しい置賜地域を目指していきます。

【廃棄物適正処理・３Ｒポスターコンクール】

　置賜地区不法投棄防止対策協議会では、「廃棄物の適正処理」と３Ｒ（リデユース・リユース・

リサイクル）の普及に理解と関心を深めてもらうことを目的に、ポスターコンクールを開催しま

す。対象は、置賜地域に在住する小学４年生から中学３年生

で、募集期間は８月30日（金）までです。優秀な作品は、ポ

ケットティッシュや看板などの図案として採用するほか、応

募者全員に参加

賞も用意してい

ます。置賜地域

にお住いの方は

もちろん、知人

で置賜地域にお

住いの方にもぜ

ひお声掛けくだ

さい。

置賜総合支庁
環境課 不法投棄防止対策の取組みについて

不法投棄監視合同パトロールの様子 看板の設置

平成30年度中学生の部最優秀作品平成30年度小学生の部最優秀作品
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　この度の山形県沖地震により被害に遭われた方々に、心よりお見舞いを申し上げます。

■今年もやりました！　第19回飛島クリーンアップ作戦

　山形県唯一の離島「飛島」の海ごみ清掃活動も、今年で

19回目となりました。５月25日（土）荒崎海岸で実施され

た飛島クリーンアップ作戦には、学生を含むボランティ

ア、島民、実行委員会関係者等約240名が参加しました。

　今回は約2時間半でトンパック16袋、重さにして推定1．6

トンを回収できました。清掃活動の後は、飛島コンシェル

ジュの島内ガイドや、酒田海上保安部の巡視船一般公開、

島内散策等思い思いの自由時間を楽しみ、帰路に就く参加者の皆さんの表情には、「満足感」が

あふれているようでした。来年は第20回の節目となります。興味のある方はぜひ参加してみては

いかがでしょうか。

■「はだしで歩ける庄内海岸」を目指して

　今年も６月６日（木）の宮海海水浴場を皮切りに、「美しいやまがたの海」クリーンアップ運

動を実施中です。すでに10会場をチラシでお知らせしていますが、一般ボランティアの皆さんか

ら多数の参加、申込みをいただいております。６月６日の宮海海水浴場では、西荒瀬小学校の児

童や先生、地域の方やボランティア等約200名が、きれいな砂浜で海水浴客をお迎えしようと海

岸を清掃しました。

　今後も海岸や河口でクリーンアップが実施されます。多くの皆様の参加をお待ちしておりま

す。日程や開催地については、庄内総合支庁環境課のホームページをご覧ください。

■高濃度PCB廃棄物の処分期限が迫っています！

　現在、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に基づき、県内企業

の皆様にはPCB廃棄物の処分においてご協力頂いているところです。

　これに関連して、PCB廃棄物のうちPCBを高濃度に含むものの処分期限が近付いています。

PCBを高濃度に含むトランス・コンデンサは2022年３月31日、安定器・ウエス等汚染物は2023年

３月31日までに中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）との処分委託契約を完了すること

が法律で義務付けられています。期限内に委託契約が完了できない場合は改善命令の対象とな

り、ひいては罰則の対象となってしまいます。皆様の身近なお知り合いや顧客の方にもご周知頂

き、全てのPCB廃棄物の期限内の処分委託完了に是非ともご協力下さい。処分の手続きや届出書

類の記入法など不明な点は、庄内総合支庁環境課までお問い合わせ下さい。

庄内総合支庁
環境課 庄内総合支庁からのお知らせです
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■今年度も、瓦リサイクルの普及啓発に全力で取り組みます！

　瓦リサイクルについて、昨年度は、山形県水田農業試験場の水田暗渠疎水材に瓦チップを使用

し、瓦リサイクル事例報告会で施工状況見学会を行いました。本年度は、更なる瓦リサイクル製

品の需要拡大に向け、水田暗渠疎水材の効果検証や土木資材としての強度等確認試験を行う予定

です。県土木関係設計単価表への登載に全力で取り組

んでいきます。

　また、庄内総合支庁では平成29年８月には支庁玄関

前に瓦を用いた舗装を行い、平成30年度には中庭で瓦

チップの表面温度上昇抑制効果や防草効果の実証試験

を行いました。令和元年度は、意外と人通りの多い支

庁通用口に瓦チップを使って表面を覆土し、更なる啓

発を行う予定です。庄内総合支庁にお越しの際はぜひ

見学にお立ち寄りください。

■ルーキーO（オー）の社寺仏閣的な日常

　色々あって、大人の階段をさらに上ってしまった元ルーキー Oです。今年度も循環やまがたの

庄内支庁のコラムはルーキー Oが担当いたします。

　今回は私の地元である遊佐町の丸池様を紹介します。丸池様は、県内唯一の湧水のみで満たさ

れた池です。水温が低く一定で、常に湧水が循環しているのでエメラルドグリーンの神秘的な泉

を見ることができます。

　この池は、同地の丸池神社の御神体とされており、実は丸池様とは丸池神社のことを指してい

ます。丸池神社は、宗像三女神を祀っていると言われています。この宗像三女神を祀る神社は広

島県の厳島神社をはじめ全国に七千か所あり、福岡県にある宗像大

社が総本山で、あらゆる「道」の最高神であり航海の安全や交通安

全などを祈願する神様として崇

敬されています。８月７日には

丸池神社祭がありますので交通

安全祈願に行かれてはいかがで

しょうか。

　次回は読者のみなさまも気に

なる縁結びの神社を紹介します

ので、お楽しみに。

（農作業にいそしむ元ルーキーO）

（左：丸池様、右：宗像大社御朱印　撮影者ルーキーO）
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支 部 だ よ り

村    山    支    部村    山    支    部

事 業 名 第７回通常総会概要

日　　時 平成31年4月23日（火）17：00～

場　　所 ホテルメトロポリタン山形　３F　「朝日」

参加人数 49名

来　　賓

山形県村山総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　　　課長　会田　　健　様

　　　　　　　　　廃棄物対策主幹　安部　悦子　様

協会役員
（一社）山形県産業資源循環協会々長　 黒澤　利宏　様

　　　同　　上　　　　　　常務理事　 黒山　誉尋　様

内　　容

＜報告事項＞

　⑴　平成30年度事業報告

　⑵　平成30年度支出について

　⑶　平成31年度事業計画について

　⑷　平成31年度予算について

　⑸　支部設立20周年事業について

　第７回の総会は会田明議長による議事進行にて報告事項は20周年事業も含め

て全て了承され無事終了しました。

<終了後懇親会を開催>
　参加人数は41名の盛大な懇親会となりました。

＜来賓＞

　山形県村山総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　　　　課長　　会田　　健　様

　　　　　　　　　　廃棄物対策主幹　　安部　悦子　様

（一社）山形県産業資源循環協会会長　　黒澤　利宏　様

　　同　　　上　　　　　　常務理事　　黒山　誉尋　様

後藤支部長 会田明議長
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 第７回通常総会概要

日　　時 令和元年５月22日（水）16：30～

場　　所 アクーユマリエ　ＴＡＭＡＨＩＭＥ

参加人数 20名

来　　賓

山形県最上総合支庁保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　　　 課長　　岡村　和恵　様

山形県新庄警察署　生活安全課 課長　　鈴木　哲也　様

協会役員 （一社）山形県産業資源循環協会々長　 　黒澤　利宏　様

内　　容

＜報告事項＞　

　⑴　平成30年度事業報告

　⑵　平成30年度支出について

　⑶　平成31年度事業計画について

　⑷　平成31年度予算について

　第７回の総会は斎藤実議長による議事進行で全て了承され無事終了しました。

<終了後懇親会を開催>
＜来賓＞

山形県村山総合支庁保健福祉環境部環境課　

　　　　　　　　　　　　　　　課長　　岡村　和恵　様

（一社）山形県産業資源循環協会会長　　黒澤　利宏　様

斎藤支部長 岡村課長

生活安全課　鈴木課長
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時
令和元年５月８日（水）

午前10時00分～11時30分頃まで

場　　所
出発式：山形県最上総合支庁正面玄関前

キャンペーン：新庄市内４か所の大型スーパーマーケット店頭

参加人数
出発式：47名
キャンペーン：45名（内：最上支部より５社６名参加）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

不法投棄パトロール出発式及び不法投棄防止キャンペーンの協力

コメント 　今年度も不法投棄パトロールの出発式が、山形県最上総合支庁玄関前で行わ

れ最上総合支庁環境課・新庄警察署生活安全課・最上８市町村の担当者課・最

上広域市町村圏事務組合業務課・衛生組合連合会・建設業協会最上支部・当循

環協会員・が集まる中、当支部の斎藤支部長が挨拶を致しました。

　出発式において、キャンペーン時の腕章・啓発用ポケットティシュ・のぼり

旗の伝達を行い、10時30分にパトカーを先導にして、キャンペーンの会場へと

向かいました。

　新庄市内の４カ所のスーパーに分かれ、のぼり旗を設置し、スーパーの来場

者にポケットティッシュ (計800個)を配布しながら不法投棄防止の呼びかけを行

いました。

　当支部より㈱大場組・最上共同クリーン㈱・㈲最新清掃興業・マルミツ産業

㈱・㈱マルコウ環境の５社より参加いただきました。

　※お忙しい中ご協力を頂き誠に有難うございました。
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最    上    支    部最    上    支    部

事 業 名 適正処理推進事業

日　　時
令和元年５月８日（水）～15日（水）

午前９時30分～　午後１時30分（いずれか）

場　　所
最上地区８市町村

新庄市・金山町・真室川町・舟形町・最上町・戸沢村・大蔵村・鮭川村

参加人数 45名（内：最上支部８名）

内　　容
新庄最上地区不法投棄防止対策協議会主催

平成31年度 春期合同パトロール

コメント 　５月が「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間」であることから、今年度

も８市町村の不法投棄の現状確認のパトロールに協力を致しました。

　５月８日（水）から15日（水）までの８日間、各市町村・衛生組合連合会・

新庄警察署と合同で監視車から不法投棄防止の広報テープを流しながらパト

ロール並びに啓発活動を行いました。

　現在で不法投棄の確認個所は27箇所となっており、内新規発見無しとなって

おります。不法投棄に関する原状回復作業の依頼も無いことから、住民の方々

の生活に直接影響がないものの、小規模の不法投棄の箇所も有りまだまだ課題

はあると考えられます。道路端や駐車帯にペットボトルやタバコの吸殻等は今

だ多いとの事ですが、大規模な不法投棄の発見個所が無い事がこのパトロール

の結果であることと願っております。

　最上支部としても、現在確認個所の原状回復作業の依頼があれば、支部会員

または支部関連会社と連携し協力を行っていく方針です。また、支部活動の一

環として不法投棄防止を啓発することからのぼり旗ポール付で64組を不法投棄

防止対策協議会に平成30年10月に寄贈し、早速設置して頂きました。

　※不法投棄防止対策協議会会員：マルミツ産業㈱・㈱マルコウ環境（変更なし）

今回も参加協力していただきました。
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事 業 名 置賜支部研修会

日　　時 平成31年２月14日（木）15：30～16：30

場　　所 赤湯温泉「御殿守」

参加人数 25名

内　　容

テーマ　「事業系ごみの分け方・出し方」

　　　　　講　師：置賜広域行政組合　　山口業務主幹様、須貝主任様

テーマ　「廃棄物の適正処理について」

　　　　　講　師：置賜総合支庁環境課　　横山課長補佐様

コメント 　置賜広域行政事務組合の山口業務主幹、須貝様からは、事業系ごみ分別パン

フレットの説明がありました。また、ごみ処理基本計画及び最終処分場の延命

化対策よる処分場の施設整備費の削減額も説明もあり、分別意識を高めて搬入

量を削減する取組みを事業者や住民へ周知徹底していきたいとの話をしていた

だきました。

　横山課長補佐からは、今年度、許認可の更新を迎えた事業所が多数あり、立

入調査で指導した件数も多く、契約書やマニフェスト、飛散・流出、掲示板、

帳簿等が報告されました。また、米沢で起きた不法投棄の判決の経過説明、山

形市の中核市に伴う産業廃棄物関係事務権限の移譲、食品ロスへの取組み紹介

や促進に向けた説明をいただきました。

　最後に家庭ごみの排出量を県内市町村別で集計した結果、置賜地方の５市町

村が上位５位までを占めており、分別や再利用、再生利用の取組みがうまく回っ

ている現状ではないかと思われました。

置    賜    支    部置    賜    支    部
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事 業 名 第７回通常総会概要

日　　時 令和１年５月16日（木）16：30～19：00

場　　所 グランドホクヨウ米沢

参加人数 35名

来　　賓
山形県置賜総合支庁保健福祉環境部　環境課

　環境課長　笹渕　健市　様　　　　環境課長補佐　大久保　剛　様

協会役員
一般社団法人山形県産業資源循環協会　会　長　黒澤　利宏　様

　　　　　　〃　　　　　常務理事兼事務局長　黒山　誉尋　様

内　　容

＜報告事項＞
　⑴　平成30年度事業報告
　⑵　平成30年度支出について
　⑶　平成31年度事業計画について
　⑷　平成31年度予算について
第１号議案　　役員改選について
　第７回の総会は西原政範議長による議事進行で全て了承され無事終了しました。
（一社）山形県産業資源循環協会　置賜支部役員
　支 部 長　　松木　　弘　　置賜クリーン設備㈱
　副支部長　　尾形啓一郎　　尾形興業㈲
　副支部長　　遠藤　一生　　㈲厚生社
　副支部長　　沼澤　岩夫　　沼澤産業㈲
　会計幹事　　原　　宏之　　㈱原幸商店
　幹　　事　　大浦　英樹　　大浦工業㈱
　幹　　事　　島貫　利幸　　㈲県南エコサービス
　幹　　事　　山﨑　健治　　中央清掃㈲
　幹　　事　　西原　政範　　㈲中央清掃
　幹　　事　　鈴木　聖人　　アシストアーバン工業㈱
　幹　　事　　佐藤　賢太　　長井環境㈱
　平成31年４月１日～令和２年３月31日
<終了後懇親会を開催>
＜来　　賓＞
　一般社団法人山形県産業資源循環協会　会　長　黒澤　利宏　様
　　　　　　　〃　　　　　常務理事兼事務局長　黒山　誉尋　様

置    賜    支    部置    賜    支    部

笹渕課長 黒澤会長
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 産廃排出事業者・産廃処理業者　合同研修会

日　　時 平成31年２月７日（木）14：00～15：45

場　　所 いろり火の里「なの花ホール」

参加人数
庄内支部会員　53名　　　建設業協会員　42名　　　管工事組合　４名

宅建協会員　　５名　　　排出事業者　　14名　　　合計　118名

内　　容

講演

講師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　技師　松村　俊希　様　

テーマ：「わかりにくい廃棄物処理のわかりやすい解説」

講師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　技師　門脇　　史　様

テーマ：「あなたもしているかもしれない廃棄物の不適正処理」

コメント 　庄内総合支庁環境課から２名を講師としてお招きし講演をしていただきまし

た。

　廃棄物の適正処理に向けて手順や、マニフェストに関する基本的なところか

ら、認識の違い等で間違った処理に至りやすい事案を実際にあったケースを例

にわかりやすく説明いただきました。

　今回も支部会員以外に建設業協会をはじめとした各団体より庄内一円から多

数ご参加頂き、処理業者・排出者は、産業廃棄物処理における法の遵守、適正

処理に関する知識・認識向上の必要性を改めて実感した研修となりました。

講演　門脇　史氏

講演　松村　俊希氏
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 平成30年度　行政懇談会

日　　時 平成31年２月７日（木）16：00～17：15

場　　所 いろり火の里「なの花ホール」

参加人数

・庄内総合支庁環境課

　課長　前　田　　学　様　　　課長補佐　石　川　　　伸　様

　技師　門　脇　　史　様　　　技師　　　松　村　俊　希　様

　主事　小田原　悠斗　様

・庄内支部　役員　８名

内　　容

・海岸漂着物について今後の対応

・山形市中核市への移行についての留意点

・不法投棄防止協議会について

・その他
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庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 第７回通常総会・研修会

日　　時 令和元年５月14日（火）　16：00～17：45

場　　所 いろり火の里　なの花ホール（三川町）

参加人数 総会　41名　　研修会　45名

内　　容

１．研修会

　　・演題　　『山形衛生研究所のご紹介』

　　　講師　　山形県庄内総合支庁　保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技師　伊藤　育子　様

　　・演題　　『安全でおいしい水道水と異臭味について』

　　　講師　　山形県庄内総合支庁　保健福祉環境部環境課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　鈴木　晃功　様

２．総会

　　　報告事項　１、平成30年度事業報告について

　　　報告事項　２、平成30年度支出について

　　　報告事項　３、令和元年度事業計画について

　　　報告事項　４、令和元年度予算について

　・来賓

　　　山形県庄内総合支庁　保健福祉環境部環境課　　課長　前田　　学　様

　・協会役員

　　　山形県産業資源循環協会　会長　　　黒澤　利宏　様

　　　山形県産業資源循環協会　常務理事　黒山　誉尋　様

コメント 　研修会は、庄内総合支庁環境課２名の講師より講演して

いただきました。４月より環境課へ配属になったお二人と

いうこともあり、以前の担当していた業務の紹介が主な内

容でした。泥状な水が沈殿やろ過など過程を繰り返し透明

な水になっていく様子の動画など、普段なかなかお聞きす

ることの出来ない浄水場の構造などわかりやすく講演して

頂きました。

　年号が変わって間もない第７回総会は、佐藤　生一議長

による進行で円滑に報告が行われました。

総会　庄内支部長挨拶

黒澤会長挨拶

庄内総合支庁保健
福祉環境部環境課

前田課長祝辞

議長

研修会　講師　　　　　　　　
庄内総合支庁保健福祉環境部環境課
　　　　　　　伊藤　育子　様

研修会　講師　　　　　　　　
庄内総合支庁保健福祉環境部環境課
　　　　　　　鈴木　晃功　様
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事 業 名 第19回　飛島クリーンアップ作戦への参加

日　　時 令和元年５月25日（土）　６：30～18：30

場　　所 酒田市飛島　　荒埼海岸

参加人数 240名（うち庄内支部会員より５社16名参加）

内　　容

コメント

　今回で19回目になる飛島クリーンアップ作戦は、天候にも恵まれ高校生、大

学生を含む県内外から集まったボランティアと島民総勢240名が荒埼海岸に降り

立ち清掃作戦が実施されました。水底が見えるほど透き通る海には不似合いな

プラスチック類、発泡スチロール、漁網、ロープなど集め推定約1．6トンのごみ

を回収する事が出来ました。

　飛島の荒崎海岸は、「日本の渚百選」にも選定され多くの人が訪れるシーズン

を前に、豊かな自然にさらに磨きがかかり準備万端といったところだと思いま

す。

庄    内    支    部庄    内    支    部
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青年部会第7回通常総会及び研修会の開催について

　平成31年４月19日（金）、

山形国際ホテルにおいて、第

７回通常総会及び研修会が開

催されました。

　研修会では、山形県環境エ

ネルギー部循環型社会推進課

　課長補佐　原田泰浩様よ

り、「中核都市移行に係る産

業廃棄物処理業関係の許可等

について」、廃棄物対策専門

員　伊藤健様より、「災害廃

棄物処理に係る災害協定につ

いて」の題目でご講演いただ

きました。

　研修会後に行われた通常総会は、部会員43名のうち35名（うち委任状提出８名）の出席の

もと、開催されました。

　来賓として県環境エネルギー部循環型社会推進課より原田

泰浩様、伊藤健様、協会より会長　黒澤利宏様、常務理事兼

事務局長　黒山誉尋様のご臨席を賜りました。

　遠藤幹事の司会進行により、黒澤部会長の挨拶の後、県環

境エネルギー部循環型社会推進課　課長　佐藤伸様（代読 
課長補佐　原田泰浩様）、当協会の黒澤会長にご祝辞をいた

だきました。

　議事に先だち、議長には丹野一史氏が選出されました。議長は議事録署名人に篠澤真和氏、

川村将宏氏、書記に事務局を指名し、議事が行われました。

―　議　事　―

　・報告事項１　平成30年度事業報告について　　・報告事項２　平成30年度支出について

　・報告事項３　平成31年度事業計画について　　・報告事項４　平成31年度予算について

全ての報告の後、小林副部会長が閉会の辞を述べ、総会は終了しました。

（環清工業㈱　佐藤雅則）

県環境エネルギー部循環型社会推進課
課長補佐　原田　泰浩　様

県環境エネルギー部循環型社会推進課
廃棄物対策専門員　伊藤　　健　様

青 年 部 会 だ よ り

卒業した齋藤純さん
（㈱青南商事　酒田支店）

新規加入部会員の皆さん　右から　片桐一樹さん（天童環境㈱）、五十嵐広一さん（中央
公害清掃㈱）、岡崎晶樹さん（㈲岡崎清掃社）、増川喜一さん（コベルコ建機日本㈱東北支
社 山形営業所）、石澤義博さん（㈱山形再資源産業）、木村禎之さん（㈱クリーンシステム）
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北海道・東北ブロック青年部協議会第18回通常総会の開催について

　令和元年６月４日（火）、福島県いわき市のスパリゾートハワイアンズにおいて、全国産

業資源循環連合会青年部協議会 北海道・東北ブロック　第18回総会が開催されました。

　はじめに全国産業廃棄物連合会青年部協議会　北海道・東北ブロック　山岡慎太郎 ブロッ

ク長が挨拶を行い、続いて、ご来賓の福島県生活環境部廃棄物対策課課長 髙橋徳行様、い

わき市生活環境部部長 荒川信治様、一般社団法人福島県産業資源循環協会会長 佐藤俊彦様

並びに全国産業資源循環連合会青年部協議会会長 沖川学様よりご祝辞を頂戴し、議事に入

りました。

・第１号議案　2018年度事業報告及び収支決算報告に関する件

　　　　　　　2018年度監査報告

・第２号議案　2019年度事業計画（案）及び収支予算（案）に関する件

・第３号議案　役員補選に関する件

・第４号議案　その他

が審議され、全ての議案が原案どおり了承されました。

【新役員】

役 職 名 氏　名 企　業　名 所属協会

ブロック長 山岡慎太郎 山岡工業㈱ 秋田県

副ブロック長 時田　真一 ㈱サンアール 北海道

〃 西田　文仁 ㈱西田組 青森県

幹　　 事 山本　康二 ㈱苫小牧清掃社 北海道

〃 加賀谷栄徳 ㈱青森資源 青森県

〃 岩崎　泰彦 大安環境㈲ 岩手県

〃 平間　正明 ㈱平間環境 宮城県

〃 田手　　充 ㈱ライフ 宮城県

〃 後藤　大亮 ㈱羽後環境 秋田県

〃 黒澤　武利 テルス㈱ 山形県

〃 小林　洋平 ㈲べにばな清掃社 山形県

〃 高田　友則 ㈱クレハ環境 福島県

〃 飯塚　隆司 飯塚産業㈱ 福島県

監　　 事 遠藤　忠寿 ㈱遠忠 岩手県

〃 庄子　正和 ㈱自然環境産業 宮城県

運 営 監 事 石黒　　慎 豊興産㈱ 秋田県

　また、総会終了後には懇親会が盛大に催され、大いに盛り上がり、各道県の部会員との懇

親をより深めることできました。

　最後になりますが、通常総会、懇親会の開催・準備の為にご尽力いただいた福島県青年部

会の皆様並びに北海道・東北ブロック青年部協議会の皆様に心より感謝申し上げます。

（㈱クリーンシステム　木村禎之）

全国産業廃棄物連合会青年部協議会
北海道・東北ブロック
　　　　山岡慎太郎　ブロック長



44 循 環

新規入部会員の紹介

青年部会へご入会下さい !

●部会員を募集しております。●
対　象：協会に所属する企業の45歳以下の男女

年会費：１名につき年額12，000円

お問い合わせは事務局まで

☎０２３－６２４－５５６０

五十嵐　広　一 中央公害清掃㈱（山形市）

岡　崎　晶　樹 ㈲岡崎清掃社（山形市）

増　川　喜　一 コベルコ建機日本㈱東北支社　山形営業所（山形市）

石　澤　義　博 ㈱山形再資源産業（山形市）

木　村　禎　之 ㈱クリーンシステム（山形市）

（敬称略）　
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事 務 局 だ よ り

　
　当協会会員の株式会社最上クリーンセンターは新庄税務署より優良申告法人として表敬

を受け、表敬状を授与されました。

　優良申告法人とは、税務署が行う税務調査において経営内容が優良で適正な申告と納税

がされ、かつ経理処理が特に優良と認められた企業を選別認定（税務署の選定基準）し、

表敬する制度です。

　優良申告法人に選定されるのは１％未満といわれており、この度の表敬状の授与は協会

にとりましても大変名誉なことだと感じております。

― ㈱最上クリーンセンター　表敬状授与のお知らせ ―
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2019年度講習会の日程

広告掲載のお願い

　機関誌「循環やまがた」の広告を募集しております。

　貴社のイメージアップにご利用ください。

　広告掲載は非会員の方でもご利用いただけます。

　お申込みは協会事務局までご連絡ください。

　　　Ａ４　カラー掲載　50, 000円　　

　　　　　　モノクロ掲載　30, 000円　　

　※　全ての講習会で書面申込みとWeb（インターネット）申込みができます。

　　　（Web申込み方法は次ページ参照）

※　修了証が到着するまでに約２週間時間を要しますので、許可期限の近い方は特にご注

意ください。

※　受付情報等の最新情報は

　　協会ホームページ（http://www.yamagata-sanpai.or.jp）
　　　⇒　講習会（随時更新中）

山形会場 ： 大手門パルズ（山形市木の実町12－37）

講習会の種類 期　　日 定　員

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
処分課程（更新）
【期間：２日】

令和元年６月18日（火）
　　　　　　19日（水）
　　　　　　　終了

100名

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
収集運搬課程（更新）

【期間：１日】
令和元年10月４日（金） 150名

特別管理産業廃棄物管理責任者
【期間：１日】

令和元年10月３日（木） 100名

産業廃棄物収集運搬課程（新規）
【期間：２日】

令和元年11月６日（水）
　　　　　～７日（木）

100名
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

4 ４（水） 協会　第１回三役会（あこや会館）　県庁挨拶

11（水） 青年部会　第18回役員会（ホテルEASTONE）

13（金） 協会　表彰審査会（あこや会館）

〃 協会　第２回三役会（同上)

17（火） 協会　第１回産廃やまがた編集委員会（遊学館）

18（水） 北海道・東北地域協議会 第17回会長会議（青森市）

20（金） 青年部会　第６回通常総会・研修会（山形国際ホテル）

24（火） 村山支部　第６回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）

27（金） 協会　平成29年度事業及び会計監査（協会会議室）

5 ８（火） 協会　第３回三役会（ホテルメトロポリタン山形）

〃 協会　第17回理事会（ホテルメトロポリタン山形）

15（火） 庄内支部　第６回通常総会（東京第一ホテル鶴岡）

16（水） 機関誌「産廃やまがた」第71号発行

21（月） 最上支部　第６回通常総会（アクーユマリエ）

23（水） （一社）山形県計量協会平成30年度通常総会（山形県高度技術研究開発センター） 

24（木） 置賜支部　第６回通常総会（そば処丸万）

28（月） 山形再生骨材協同組合平成30年度通常総会（山形国際ホテル）

6 ４（月） 第63回北海道・東北地域協議会（秋田市）

５（火） 全産連青年部協議会北海道・東北ブロック協議会  第17回総会（江陽グランドホテル）

８（金） 協会　第６回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）

13（水） やまがた環境展2018第１回実行委員会（県庁）

14（木） 全産連青年部協議会　第19回通常総会（明治記念館）

15（金） 全産連  第８回定期総会（明治記念館）

21（木） （公社）北海道産業廃棄物協会設立30周年記念式典（ANAクラウンプラザホテル）

28（木） 協会　第４回三役会（山形国際ホテル）

〃 協会　第１回支部長会議（同上）

７ 11（水） ごみゼロやまがた推進県民会議総会（県庁）

〃 青年部会　第19回役員会（遊学館）

平 成 30 年 度 事 業 実 施 状 況
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

７ 12（木） やまがた環境展2018第１回事務局会議（協会会議室）

〃 やまがた環境展2018第２回実行委員会（県庁）

13（金） 電子マニフェスト導入実務研修会（ヒルズサンピア山形）

18（水） 産業廃棄物処理実務者研修会（ヒルズサンピア山形）

24（火） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処分課程（更新）講習会（大手門パルズ）～25日

26（木） 全産連　第１回全国正会員事務局責任者会議（東京）

８ ３（金） 産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会（県警察本部）

22（水） 青年部会　第20回役員会（あこや会館）

30（木） 北海道・地域協議会　第26回事務局担当者会議（青森市）

９ ４（火） やまがた環境展2018第２回事務局会議（協会会議室）

６（木） 循環型産業トップセミナー（ヒルズサンピア山形）

10（月） 協会　行政懇談会（県庁）

12（水） 置賜支部　行政懇談会（置賜総合支庁）

18（火） ごみゼロやまがた推進功労者表彰審査会（県庁）

20（木） 村山支部　行政懇談会（村山総合支庁）

26（水） 機関誌「産廃やまがた」第72号発刊

27（木） 電子マニフェスト導入実務研修会（三川町「いろり火の里」）
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４（木） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物収集運搬課程（更新）講習会（大手門パルズ） 

５（金） 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会（大手門パルズ）

10（水） 庄内支部　視察研修 （福岡県）～12日

11（木） 協会　第５回三役会 （ホテルメトロポリタン山形）

〃 協会　第18回理事会 （同左）

11（木） 最上支部　研修会（ニューグランドホテル）

〃 最上支部　情報交換会　（同上）

17（水） 村山支部　研修会 （ヒルズサンピア山形）

19（金） 置賜支部　視察研修会（静岡県）～20日

23（火） 青年部会　第21回役員会（あこや会館）

27（土） やまがた環境展2018（山形国際交流プラザ）～28日

11 １（木） 第64回北海道・東北地域協議会（ホテルメトロポリタン仙台）

〃 北海道・東北地域協議会　第15回事務局長会議（同上）
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

11 ６（火） 産業廃棄物収集運搬課程(新規)講習会（大手門パルズ）～７日

８（木） 置賜支部　研修会（長井市置賜生涯学習プラザ）

９（金） 青年部会　設立20周年記念式典（山形国際ホテル）

12（月） 全産連　正会員事業研修（全産連会議室）

15（木） 村山支部　視察研修（福岡県）～17日

16（金） 第17回産業廃棄物と環境を考える全国大会（ホテル日航金沢）

19（月） 産廃やまがた第２回編集委員会（協会会議室）

22（木） やまがた環境展調整会議（山形国際ホテル）

27（火） 協会　産業廃棄物排出事業者研修会（ヒルズサンピア山形）

28（水） 山形県計量協会理事会（三の丸）

12 3（月） 全産連　マニフェスト推進委員会（全産連会議室）

４（火） 青年部会　第22回役員会（和ゆう膳）

７（金） 協会　第６回三役会（玉貴）

11（火） 協会　安全衛生研修会（ヒルズサンピア山形）

1 18（金） 全産連　新年賀詞交歓会 （明治記念館）

16（水） 機関誌「産廃やまがた」第73号発刊

23（水） 協会　第７回三役会（協会会議室）

31（木） やまがた環境展2018第３回実行委員会（県庁）

2

 

１（金） 全産連　 第２回全国正会員事務局責任者会議（東京）

７（木） 庄内支部　排出事業者・産廃処理業者合同研修会（三川町「いろり火の里」）

〃 庄内支部　行政懇談会（同上）

〃 協会　第１回安全衛生委員会（あこや会館）

８（金） 協会　不法投棄防止専門部会（ホテルメトロポリタン山形）

14（木） 置賜支部　研修会・新年会（御殿守）

18（月） 全産連　 平成31年度許可等講習会における事務取扱説明会（全産連会議室）

19（火） 協会　第８回三役会（協会会議室）

22（金） 全産連　全国正会員会長・理事長会議（熊本ホテルキャッスル）

３ ５（火） ごみゼロやまがた推進県民会議産業部会（県庁）

14（木） 協会　 第19回理事会（ホテルメトロポリタン山形）
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～６月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

地震等の災害時における石綿（アスベスト）に関する注意喚起に
ついて

通知等 ６月21日

時間外労働等改善助成金の周知について 通知等 ６月17日

夏季の省エネルギーの取組について 通知等 ６月13日

てき丸君News-第61号（2019．６．12） 全産連広報 ６月12日

パートタイム・有期雇用労働法及び改正労働者派遣法説明会の開
催について

通知等 ６月10日

山形県リサイクルシステム認定制度に係る募集について 通知等 ５月23日

山形県リサイクル製品認定制度にかかる認定製品の募集（令和元
年度前期募集）について

通知等 ５月22日

てき丸君News-第60号（2019．５．16） 全産連広報 5月17日

「不正改造車を排除する運動」への協力について 通知等 ４月25日

平成31年度労働災害防止計画 協会事業 ４月16日

てき丸君News-第59号（2019．４．11） 全産連広報 ４月16日

平成31年度山形県循環型産業施設整備事業費補助金に係る補助事
業申請の募集について

通知等 ３月27日

てき丸君News-第58号（2019．３．18） 全産連広報 ３月22日

労働安全衛生規則の一部を改正する省令等の施行について 通知等 ３月22日

新たな景観計画の策定及び景観条例の見直しに伴う手続きについ
て

通知等 ３月11日

山形県産業廃棄物の処理に関する指導要綱の改正に係る意見募集
について

通知等 ２月25日

てき丸君News-第57号（2019．２．14） 全産連広報 ２月14日

安全帯の規格の全部を改正する告示の施行について 通知等 ２月14日

有害物ばく露作業報告対象物（平成31年対象・平成32年報告）に
ついて

通知等 １月29日

「環境地域づくり担い手連携推進セミナー及び山形県環境学習支
援団体交流会」の開催について

通知等 １月23日

廃エアゾール製品の処理における爆発事故防止対策の徹底につい
て

通知等 １月10日
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　この度の山形県沖地震により被害にあわれた方々に心よりお見舞いを申し上げます。

　先日、春季不法投棄防止合同パトロールに参加して来ました。近年は、大規模不法投棄も減

少傾向に在り地域住民の皆さんの関心も高く成ったと感じています。

　当地区の廃棄物対策専門員は、『10年ぶりに最上に来た！　懐かしい！　やっぱり最上は景

観が美しいなぁ～！　あそこの原状回復復旧作業マルコウの専務と汗かきながらしたけなぁ～

など……』　パトロール中の車内では、思い出話に花が咲きました。

　あれから10年　最近は、駐車帯等のポイ捨てゴミが問題視されています。

　美しい最上・自然豊かな最上を後世に引継ぐためにも不法投棄防止活動に今後も協力して行

きたいと思いました。

編集委員　斎　藤　　健

編集後記
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発行：一般社団法人山形県産業資源循環協会
〒990－0041
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仲　野　健　児

岡　崎　信　広

蛇　子　幸　治

斎　藤　　　健

西　原　政　範

小　林　秀　樹

仲野衛生管工㈱

㈲岡崎清掃社

㈱こすもす清掃

㈱マルコウ環境

㈲中央清掃

㈱環境管理センター

編集委員長

編 集 委 員

◆ 循環やまがた編集委員 ◆

　今年４月に協会の名称が産業廃棄物協会から産業資源循環協会と変更になり、また、機

関誌名も「産廃やまがた」から「循環やまがた」に変わりました。発行は年３回から２回

になり、７月発行の夏号・１月発行の冬号となります。

　編集委員会で話し合いの結果、表紙のデザインと「やまがた」の毛筆の字体は残そうと

いうことになり、イメージ的にはあまり変化がありませんが、夏号には山形県内の四季、

観光、食など編集委員のおすすめ写真、冬号には秋にあるポスターコンクールの最優秀賞

のポスターを掲載することになりました。「循環やまがた」第１回目の表紙の写真は山形

県の木「さくらんぼ」です。
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　昭和45年に大阪府で開催された万国博覧会の日本開催を記念して県の

木を定めることになり、昭和41年に山形県になじみの深い木の中から３

種類の木を選び、みなさんの募集をもとにさくらんぼを選定しました。

（昭和57年３月31日制定）　写真は上山市のさくらんぼ

　山形県のシンボル　県の木「さくらんぼ」
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